
臨床研究「急性⾻髄性⽩⾎病の疾患分類ごとのWT1-mRNA値の評価、および治療経過にお
ける推移の解析」および「急性⾻髄性⽩⾎病の疾患分類ごとの治療選択および個別カスタム
微⼩残存測定と治療成績との統計学的解析」に登録されている資料・試料（残余検体等）を
対象とする。

情報：年齢、性別、臨床経過、元研究で解析した遺伝⼦変異や表⾯形質結果など
試料：凍結保存されている⾎液および⾻髄検体、⾻髄塗抹標本、⾻髄クロットなど

オプトアウト（研究情報の公開）オプトアウト（研究情報の公開）

TP53変異を有する急性⾻髄性⽩⾎病の細胞内代謝に応じ
た形態変化と細胞表⾯抗原発現パターンの解析

1. 研究の対象

2. 研究⽬的・⽅法

臨床研究「急性⾻髄性⽩⾎病の疾患分類ごとのWT1-mRNA値の評価、および治療経過にお
ける推移の解析」および「急性⾻髄性⽩⾎病の疾患分類ごとの治療選択および個別カスタム
微⼩残存測定と治療成績との統計学的解析」の⾻髄塗抹標本や残余検体等を⽤い、TP53変
異がもたらす細胞内代謝の変化を反映した⾻髄塗沫標本上での形態変化を同定します。これ
らの研究は⼤阪⼤学医学系研究科、福島県⽴医科⼤学⾎液内科学講座、会津⼤学コンピュー
タ理⼯学部情報システムズ部⾨にて⾏われます。本研究に際し試料・情報を利⽤してほしく
ないと思われました場合には下記問い合わせまでお申し出ください。なお、情報提供を行う
際の当施設における管理責任者は、福島県立医科大学学長　竹之下誠一です。

3. 研究に⽤いる試料・情報の種類

4. 研究期間と研究実施体制
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https://sahswww.med.osaka-u.ac.jp/~hmtonc/vaccine/index.html


研究期間      ： 研究実施許可⽇〜2029年3⽉31⽇
利⽤開始予定⽇：2024年3⽉
研究実施体制  ： 研究責任施設：⼤阪⼤学癌ワクチン療法学寄附講
座　 共同研究機関：福島県⽴医科⼤学⾎液内科学講座　

解析委託先：会津⼤学コンピュータ理⼯学部情報システムズ部⾨

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。
ご希望があれば、他の研究対象者の個⼈情報及び知的財産の保護に⽀障がない範囲内で、研
究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。
また、試料・情報が当該研究に⽤いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理⼈
の⽅にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出くだ
さい。その場合でも患者さんに不利益が⽣じることはありません。
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研究・管理の責任者 中⽥ 潤

連絡先 住所：〒565-0871 ⼤阪府吹⽥市⼭⽥丘2-2
電話番号：06-6879-3676
研究代表者：⼤阪⼤学 癌ワクチン療法学寄附講座
中⽥ 潤

紹介先および研究への利用を拒否する場合の連絡先：
住所：〒960-1295　福島県福島市光が丘１番地
電話番号：024-547-1193
研究責任者：福島県立医科大学　血液内科学講座
池添 隆之
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5. お問い合わせ先




